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はじめに 

 

カマキリは世界の熱帯と亜熱帯を中心に分布し，15 科（も

しくは 16 科），約 2400 種が記録されている（中峰，2016）．

日本ではハナカマキリ科，カマキリ科の2科，12種が記録さ

れ，埼玉県ではカマキリ科の5種，ハラビロカマキリHierodula 

patellifera，ウスバカマキリMantis religiosa，コカマキリStatilia 

maculata，カマキリ（チョウセンカマキリ）Tenodera 

angustipennis，オオカマキリT. aridifolia が生息している（内田，

1998，2008）． 

近年，中国原産のムネアカハラビロカマキリ Hierodula sp.

と考えられる個体が西日本を中心に確認された（市川，2014；

間野・宇野，2014，2015；吉鶴，2014）．その後，東京都，神

奈川県でも本種が確認された（川島・渡辺，2016）．これまで

埼玉県内での生息も疑われていたが，正式な報告はなかった．

2016 年，本種を北本自然観察公園（以下，公園）で採集した

ので報告する．今回が埼玉県での正式な初記録となる． 

 

採集記録 

 

 これまで報告されたムネアカハラビロカマキリは，胸部が

細長く，前胸腹面後半から赤色になり，前肢基部に10個前後

の小さな歯状突起が並ぶ点で，在来種であるハラビロカマキ

リと識別が可能である（中峰，2016）．今回，公園内で採集さ

れた個体はこれら特徴と一致したため本種と判断した． 

 なお，2016年11月17日現在，園内から4個体が採集され

ている．一覧を表1に示す． 

 

過去の記録 

 

 これまで公園ではハラビロカマキリ属不明種個体の撮影が

2例ある．1例目は2013年10月6日で，三田市有馬富士自然

学習センター（兵庫県三田市）の中峰空氏にムネアカハラビ

ロカマキリの可能性を指摘された（図1）．2例目は2015年9

月15日（公園来園者撮影）である．そのため，本種は以前よ

り生息していた可能性がある． 

 

本種の侵入に関する生態系への影響 

 

 国内における本種の確認は，藤野ら（2010）によるものが

最初であると考えられていた．しかし，松本ら（2016）が行

ったハラビロカマキリ属の標本調査によると，東京都八王子

市の多摩森林科学園で2000年にメス個体が採集されているこ

とが分かり，本種がかなり前より国内に侵入していたことが

判明した． 

 愛知県豊田市，東京都八王子市多摩森林科学園では，本種

の定着により，在来のハラビロカマキリが減少していると報

告されている（間野・宇野，2014；松本ら，2016）．  

 本種は一般認知度の低さによって，いつの間にか侵入・定

着する可能性が高い．外来種による生態系への影響を鑑み，

注意喚起をしたい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1.  公園内で撮影されたムネアカハラビロカマキリ 
 スケールバーは10㎜ 
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表 1.北本自然観察公園で確認されたムネアカハラビロカマキリの一覧 


